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シ
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グ
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グ

ル
革
命
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衝
撃
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ー

ア
メ
リ
力
大

企
業

の
ー

T
大
戦

略

 講

師

鈴

木
真

美

N

H
K
報

道

局
社

会
番

組
部

チ
ー

フ

・
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ

ー

私

ど

も

は
、
携

帯

電
話

の
普

及

一
つ
採

っ
て
み

て
も

、

I
T

（情
報

通

信
）

事
業

の
爆
発

的
発

展

力

に
驚

か

さ
れ

、

ま
た

、
皆

さ

ま
も

す

で

に
、

マ
イ

ク

ロ
ソ

フ
ト
を
創

立

し

て
巨
額

の
富

を
築

い
た
ビ

ル

・
ゲ

イ

ツ
に

つ

い
て
は
御

存

知

の

こ
と

で
し

ょ
う
。

と

こ
ろ
が
、

ア
メ
リ

カ

で
は
、
僅

か

九
年

前
、

若

い
二
人

の
学

生

に
よ

っ

て
創

立

さ
れ

た

「グ

ー
グ

ル

」
と

い
う

企
業

が
、

い
ま

や
、

時
価

総
額

十

八
兆

円
を

集

め

て
、

ビ

ル

・
ゲ

イ

ツ

の

「
マ
イ

ク

ロ
ソ

フ
ト

」
を
も

越

え

る

ほ
ど

、
急

速

な
発
展

を
遂

げ

て

い
る

こ
と

を
、

ご
存

知

で
し

ょ
う

か

？

し

か

も
、

こ

の

「
グ

ー
グ

ル

」
企

業

の
発

明

・
開
発

は
、

人
類

が
文

字

を
生

み
だ

し

て
以

来

の
、

革
命

的

な

発
明

だ

と
さ

え
言

わ

れ

て
お
り

ま
す

。

そ
し

て
、

こ
の

「グ

ー
グ

ル

」
企
業

は
、

ア

メ
リ

カ

の
み
な

ら
ず

、

全

世
界

に
そ

の
事
業

を
広

げ

、

い
ま

や
、

世
界

を
席

巻
す

る
勢

い
で
あ
り

ま

す
。

日
本

人

も
早

く

こ
の
事
実

を

認

識
す

る
必

要

が
あ

り

ま
す

。
幸

い
、

「
N

H
K

ス
ペ

シ

ャ
ル

」
の
取
材

班

が

い
ち

は

や
く

こ
れ

に
着

目
し

、

そ

の

「グ

ー
グ

ル

」
社

を
徹

底
取

材
し

、

先
般

、

「グ

ー
グ

ル
革
命

の
衝

撃

」
と

題
し

放
映

し

ま
し

た

。

そ

こ
で

今
回

、

そ

の
映
像

と

と
も

に
御

解
説

を

い
た

だ
く

こ
と

に
し

ま

し
た
。

重

要
な

課
題

、
奮

っ
て
の
御

参
加

を

！

（
清
原

記

）

▽

当

日

の
会

費

四
千

円

（昼

食

の
準

備
も

あ
り

、
前

日
ま

で
に
出
欠

の
御

連

絡
を

い
た
だ

き

た
く

）

口

御

報
告

去

る

五
月

三
十

日

の
月

例
会

は
、

「現

代
生

活

に
も

活

か
そ
う

『孫

子

の
兵

法

』

」
と
題

し
、

古
典

を

分

か

り

や
す
く

解

説
す

る

こ
と

で
知

ら

れ
る

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
作
家

・
長

尾

剛
先

生

に
御
講

話

い
た
だ

き
ま

し

た
。

そ

の
内
容

は
、

二
千

五
百

年
も

前

に
、
孫

子

に
よ

っ
て
書

か
れ

た

こ
の

「兵

法

」
は
、
戦

争

に
勝

つ
方

法

に

つ

い
て
書

か
れ

た
も

の
で
あ

る
が

、

そ
れ

は
、

「人

間

の
本
質

」
の
分
析

を
土

台

に
書

か

れ
た

極

め

て
リ

ア
リ

ス

テ

ィ

ッ
ク
な

内
容

だ

け

に
、
現

代

の
社
会

生

活

・
企
業

経
営

に
も

十

分

に
参

考

と

な

る
も

の

で
あ

る
。

そ
れ

は

三
十

六
計

と

言
わ

れ

る
よ

う

に
多
岐

に
わ
た

る
が
、

そ

の

一
端
を

挙

げ
れ
ば

、
戦

争

の
目
的

は
、

そ

の
国

の
王

や
農

民

・
兵

士

の
す

べ
て

に
と

っ
て
利
益

と
感

ず

る
も

の
で
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

現
地

指
揮

官

た

る
将

軍

は
、

兵

士

を
動

揺

さ
せ

る

よ
う

な
不

利
な

情
報

は

一
切
知

ら

せ
ず

、
不

安
材

料

は
将

軍

一
人

が
抱

え
、

そ
れ

に
堪

え

て
戦

略
を

考

え
ね

ば

な
ら

な

い
。
ま

た
、

現

地
指
揮

官

は
信
賞

必

罰
を

厳
格

に
し
、

部

下

に

こ
の
将

軍

に

つ
い

て
行

け
ば

安

心

で
あ

る
と

信
じ

さ
せ

る
。

ま

た
、

そ
れ

だ
け

に
、

全
責

任

は
自

分

一
人

が
と

る

と

の
覚

悟

が

必

要

で
あ

る
。

こ
れ

が
、

リ

ー
ダ

ー

の
リ

ー
ダ

ー
た

る
資

格

で
あ

る
、

と
解
説

さ

れ
、

な

る

ほ
ど
、

現
代

の
リ

ー

ダ

ー
も
、

こ

の
二
千
五

百
年

前

の
孫

子

に
学

ぶ

べ
き

で
あ

る
、

と

一
同

納

得
し
、

感

銘

深
く

う
か

が

い
ま

し

た
。

▽

当

（財
）
協
和
協
会
は
、

「
各
界

の
志
あ
る
指
導
者

・
経
験
者
が
、
党
派

・
利
害

・
打
算
を
超
え
て
、
真

に

国
家
的
見
地
か
ら
、
我
が
国
立
国
の
基
礎
を
な
す
諸
課
題
を
検
討
し
て
、
世

の
中

に
貢
献
し
よ
う

」
と
の
趣
旨

に
て
、
昭
和
四
十
九
年
、
岸
信
介
元
総
理
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
財
団
。
第

二
代
会
長
は
福
田
赴
夫
元
総
理
。

第

三
代
会
長
は
櫻
内
義
雄
元
衆
議
院
議
長
、
そ
し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
七

日
、
塩
川
正
十
郎

元
財
務
大
臣
が

会
長

に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
四
年
夏
か
ら
、
理
事
長

に
、
半
田
晴
久
が
就
任
し

て
お
り
ま
す
。

会
員
は
、
政

・
財

・
官

・
学

・
民
各
界

の
有
志
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
国
会
議
員

・
同
秘
書

は
随
時
参
加
自
由
。

こ
の
月
例
講
話
会
の
ほ
か
、
内
部

に
は
、
十
五
ほ
ど
の
専
門
的
な
部
会

・
委
員
会
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
、
政
府

へ
提
出
し
た
意
見
書

・
要
請
書

は
、
百

二
十
四
本

に
達
し

て
お
り
ま
す
。
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十
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（
火
）

出
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（
い
ず
れ
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に
○
印
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昼
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弁
当
を
用
意
す
る
た
め

に
も
）


